
 

3月3日耳の日

3月3日は『みみの日』です。耳は音を聞いたり、体のバランスを感じ取ったりする大切な器官です。

子どもの耳ならではの特徴を知って、耳を守りましょう。

耳の仕組みは
耳の仕組みは、大人も子どもも同じで、外耳、

中耳、内耳の３つのパートがあります。

耳の穴から鼓膜までが外耳、鼓膜の奥には、中

耳、内耳があります。内耳では音や体のバラン

スなどをキャッチしています。

ただ、子どもは、大人よりも体が小さいため、

子どもならではの特徴があります。

子どもの耳は耳掃除が大変

耳の構造

耳の穴が小さく、中が見づらいため、耳掃除

が難しいです。また、耳の中の皮膚は敏感なた

め、子どもがいやがって動いて耳の中を傷つけ

ることや、きょうだい児が抱きついてきて耳か

きが押されて鼓膜が破れる事故も。

困ったら耳鼻科で相談しましょう

普段の耳のケアは、おふろ上がりなどに耳の

穴の入り口を綿棒でぬぐうだけでもOKです。

綿棒を奥に入れてしまうと、耳あかを奥に押し

込んでしまうことになります。耳あかがたまっ

ているのに耳掃除が難しいときは耳鼻咽喉科で

相談しましょう。耳掃除のために受診するのは

めずらしいことではありません。

子どもの耳は中耳炎になりやすい
中耳は、「耳管」という官で、鼻の奥とつな

がっています。子どもは大人に比べて耳管が短く、

傾きがなだらかなため、鼻の中のウイルスや細菌

が耳管を通って中耳に入りやすく、中耳炎を起こ

しやすいのです。

※ 汚れた手で耳を触らな

いようにしましょう。

傷がつくと外耳炎を起こす

ことがあります。

鼻水を放っておかない

鼻水が出ているのをずっと放っ

ておくと、鼻水の中にウイルスや

細菌が繁殖し、中耳炎の原因とな

ります。

鼻水が多いとき、何日も続くとき

は鼻吸い器（鼻汁吸引機）などで

吸ってあげましょう。

鼻をかむときは、片方の鼻の穴を

ふさいで片方ずつやさしくかむよ

うにしましょう。

《2月の欠席者情報》

インフルエンザB3名 コロナ1名 胃腸炎2名、中耳炎2名 突発

性発疹1名 発熱、咳、下痢、嘔吐による欠席もみられました。

今年度もご協力ありがとうございました。

母子手帳はお母さんの妊娠から出産、そしてお子さんの出生から小学校入学（6歳）までの健康

を記録するもので、お母さんとお子さんの健康を切れ目なくサポートするための大切な記録です。

●成⾧発達曲線に育ちを記録していますか？

身体曲線（成⾧曲線）には子どもの身⾧と体重の育ちの目安が

のこっています。ここに、お子さんの身⾧と体重の測定値を記入し、

線で結んでみましょう。

●保管場所を決めていますか？

母子健康手帳は小学生になると使う機会が少なくなりますが、お子さんにとっては大切な「健

康の履歴書」。将来、進学、留学や仕事などで予防接種歴を見るなど、必要な場面があります。

家族で置き場所を決めて大切に保管しておきましょう。

●予防接種、受けそびれはないですか？

3歳以降は予防接種の数が減るため、つい忘れがちですが、日本脳炎やMR、流行性耳下腺炎

（おたふく風邪）などの追加接種があります。せっかく最初の接種を受けても、追加接種を受け

ないと免疫が十分につきません。追加接種を受けそびれないようチェックしておきましょう

母子手帳、定期的に見直して見ませんか？


